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９月定例会における議案等の審議結果
番    号 件                    名 議決結果

議第６９号 平成２０年度　人吉市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議第７０号 平成２０年度　人吉市カルチャーパレス特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議第７１号 平成２０年度　人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議第７２号 平成２０年度　人吉市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議第７３号 平成２０年度　人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議第７４号 平成２０年度　人吉市水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議第７５号 平成２０年度　人吉市水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第７６号 平成２０年度　人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議第７７号 平成２０年度　人吉球磨地域交通体系整備特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議第７８号 平成１９年度　人吉市水道事業特別会計決算の認定について 継続審査

議第７９号 子どもたちのポケットに夢がいっぱい、そんな笑顔を忘れない古都人吉
応援団条例の制定について 原案可決

議第８０号 人吉応援団基金条例の制定について 原案可決

議第８１号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定について 原案可決

議第８２号
一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益
財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する
法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

原案可決

議第８３号 損害の賠償について 原案可決

議第８４号 損害の賠償について 原案可決

議第８５号 平成１９年度　人吉市歳入歳出決算認定について 継続審査

請　願　・　陳　情　の　審　査　結　果　に　つ　い　て

委　　員　　会 請　願　・　陳　情　の　内　容 審査結果

総務文教委員会 公民館改修に伴う大塚小学校林の収益金の活用についての陳情 継続審査

厚 生 委 員 会
一般廃棄物収集運搬業務に関する調査を求める陳情 継続審査

後期高齢者医療制度の中止・撤回を求める意見書の提出に関する陳情 不 採 択

経済建設委員会

「最低賃金の大幅引き上げと全国一律最賃制の法制化、およびそれを
支える適切な中小企業振興策を求める意見書」を国に対して上げてい
ただくことを求める陳情

不 採 択

市道漆田下田代線拡張改修についての陳情 撤　　回

「たばこ税増税反対に関する意見書」に関する陳情 継続審査
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　総務文教委員会に付託されました条例案件４件、案件
議案２件、予算案件２件はいずれも原案どおりに認める
ことに決しました。
　まず、条例案件のうち、議第７９号「子どもたちのポケッ
トに夢がいっぱい、そんな笑顔を忘れない古都人吉応援
団条例」は、ふるさとを応援したいという「ふるさと納
税の寄附金制度」が創設されたことに伴い、多くの方か
ら応援をいただき夢と活力のあるまちづくりのための条
例です。議第８０号「人吉応援団基金条例」は、ふるさ
と人吉市を応援するために寄附された寄附金を適正に管
理・運用することを目的とした条例です。
　次に、案件議案２件（議第８３号・８４号損害の賠償
について）は、６月３０日第一中学校のプールフロア内
に設置してあった水泳部休憩用テントが、突風によって
浮き上がり風に飛ばされ、校内に駐車してあった外来車
両に損傷を与えた事故に関し、それぞれの車両相手方と
人吉市との間で損害の額を決定し和解するものです。
　予算案件のうち、議第６９号「平成２０年度一般会計
補正予算（第２号）」の総務部・企画部・教育部関係の
歳出予算及び債務負担行為の補正は、人事異動による人
件費の増減補正のほか、総務費に補助金制度検討委員会
委員や平成１００人委員会設置に伴う報償費、また償還
金・利子及び割引料は平成１９年度の所得が大幅減によ
り所得税がかからなくなった方に対する住民税の還付金
２千４００万円。消防施設費は中神町の５町内を管轄す

る第３分団第３部消防詰所改修補助金。教育費の中の小
学校費は遊具点検手数料や西瀬小学校の高圧充電設備改
修工事請負費、中学校費は第一中学校のプールサイド改
修工事費、また社会教育費は大畑コミセンのトイレ改修
工事費。そのほか文化財保護費は青井阿蘇神社保存活用
計画策定委員会の報酬・旅費、青井阿蘇神社標柱建立委
託料、体育施設費は球磨川トレーニングセンター女子ト
イレ増設工事費の補正などです。第２条債務負担行為の
補正は、青井阿蘇神社保存活用計画策定委託料と課税支
援システム料です。議第７０号「人吉市カルチャーパレ
ス特別会計補正予算（第１号）」は、歳入歳出予算の総
額に歳入歳出それぞれ１, ４０４万７千円を増額するもの
です。（※公民館改修に伴う大塚小学校林の収益金の活
用についての陳情は、継続審査となりました。）

　厚生委員会に付託されました議案について審査の結果
を報告いたします。
＜予算案件６件＞
　今回の予算案件６件は、４月１日の職員人事異動に伴
う人件費の補正をそれぞれ含んだものとなっており、そ
の他詳細については以下のとおりです。
①　一般会計補正予算の民生費は３,６５８万７千円を増
額するもので、社会福祉費の負担金・補助及び交付金に
４０万円の減額は、ひとよし産業・健康・福祉まつりを
産業部門と健康・福祉部門に分離することによるまつり
実行委員会負担金の減。児童福祉費等の委託料３６５万
円の増額は、乳幼児健康支援一時預かり事業委託料の
増、児童措置費６６１万２千円の増額は、児童扶養手当
の増などが主なものです。また、衛生費の環境衛生費
１１５万７千円の増額は、上戸越町大原・上田代飲料水
供給施設の水源地の新設に要する経費に対し、補助金交
付要項に基づき助成するものです。
②　国民健康保険事業特別会計補正予算は、歳入では繰
越金の増額、歳出では予備費の増額が主なものです。
③　介護保険特別会計補正予算は、平成１９年度決算に
伴う国・県支出金等の精算及び財政安定化基金拠出金の
停止等による補正が主な内容です。
④　介護サービス事業特別会計補正予算は、平成１９年
度決算に伴う繰越金処理が主なものです。
⑤　水道事業特別会計補正予算、⑥　公共下水道事業特

別会計補正予算は、人事異動に伴う人件費などの補正で
す。
　以上６件、全会一致で原案どおり認めました。
＜その他＞
　平成１９年度水道事業特別会計の決算の認定について
は、慎重を期すため継続審査とし、閉会中に審査を行い
１２月議会に報告することとしました。
＜陳情関係＞
　２件の審査を行ない、「後期高齢者医療制度の中止・
撤回を求める意見書の提出に関する陳情」については、
陳情自体が制度の中止・撤回を求めるもので現状とそぐ
わない。また、該当高齢者から非常におかしい制度であ
るとの意見があり、現状を踏まえ推移を見守りながら継
続審査とすべきなどの意見が出され、採決の結果、賛成
少数で不採択といたしております。

第一中学校を現地視察する総務文教委員会

総務文教委員会報告 ●委員長　福屋法晴　　●副委員長　田中　哲
●委　員　松岡隼人・川野精一・本村令斗・下田代勝・簑毛正勝

厚生委員会報告 ●委員長　三倉美千子　●副委員長　笹山欣悟
●委　員　豊永貞夫・西信八郎・仲村勝治・大王英二

飲料水供給施設（上戸越町）を現地視察する厚生委員会
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　経済建設委員会で審査した議案について報告いたします。
平成２０年度一般会計補正予算では６款農林水産業費、７
款商工費、８款土木費、11 款災害復旧費になります。
　農林水産業費は７, ２８８万６千円の増額補正ですが、農
業振興費関係では、大畑生産組合へのトラクター及びロータ
リー購入に対し１３２万２千円の補助、グリーンツーリズム
協議会への補助４０万円、ＮＰＯ法人フューチャー５００が
主催するシンポジウム「食から考える本来農業への道」に
対して２０万円の補助などがあります。農地費関係では、５
件の農道改良工事に対して１, ６８０万円を増額しています。
林業振興費は、５, ３８６万４千円の増額補正ですが、新設
するサル有害駆除隊への謝礼７３万２千円、再造林、間伐、
シカ防護ネット設置など市有林整備費として２,０９６万２千
円、市有林内の作業道開設事業負担金２４０万５千円、森
を育てる間伐材利用推進事業補助金８８０万円、簡易作業
道開設６路線に対する補助７６８万円、球磨川流域林業事
業共同組合に対する農山漁村活性化プロジェクト支援事業
補助金１, ９１２万５千円などが主なものです。
　次に商工費は、１, ２１７万４千円の減額補正ですが、梢
山工業団地内の草刈り費用として１１４万２千円、商店街
活性化事業補助金１８万円、ふるさと創生推進事業補助金
２０万円があります。観光費８５万７千円の中には青井阿蘇
神社のチラシ印刷費３５万７千円、石野公園運営費４０万円
は施設の修繕料と倉庫の解体費です。
　次に土木費は、１億７, ８６９万８千円の増額補正です

がその中で、工事請負費３, ０００万円の増額は、市道
の維持修繕費、市道の新設改良費として１億１, ０４０万
円、交通安全対策費に２００万円、市営住宅の修繕室内
改修費に３, ０５０万円、人吉駅前広場整備実施設計費に
１, ２９０万５千円、中川原公園測量設計費と人吉城跡公園
景観整備費に６４９万４千円、河川改良費で小柿川の改修
及び立木補償費に５４９万９千円などが主なものです。
　次に、議第７７号、平成２０年度人吉球磨地域交通体系
整備特別会計補正予算は、基金から３, ０９０万３千円を取
りくずし、くま川鉄道の赤字補てんに助成するものです。
　以上の議案について、全員異議なく原案通り認めることに
致しました。なお陳第９号については全会一致で不採択と
決しました。以上報告を終わります。

経済建設委員会報告 ●委員長　立山勝徳　　●副委員長　永山芳宏
●委　員　井上光浩・村上恵一・松田　茂・森口勝之・山下幸一

市有林整備事業（西大塚町）を現地視察する経済建設委員会

　予算委員会に付託を受けました『議第６９号　平成 20
年度人吉市一般会計補正予算（第２号）』のうち、「第１条
歳入歳出予算の補正のうち、歳入（全款）」並びに「第３
条地方債の補正」につきまして審査の結果を報告します。
　今回の歳入予算の補正は４億７３１万３千円を追加し歳
入予算総額を１３９億６, ３１３万円とするものであります
が、そのほとんどが国、県の補助事業の内示及び交付決
定などによる補正であります。
　主なものは、総務部・企画部関係では、普通交付税の
交付額の確定に伴う地方交付税３億２２３万６千円の増額

等であります。また、今回新たに熊本県が創設し運用を開
始した「ふるさと納税制度」の市町村分寄附金、及び古
都人吉応援団寄附金を受け入れるため、それぞれ１千円の
存目予算が計上されております。
　また、福祉生活部関係では児童福祉費負担金の児童扶
養手当負担金が最終見込みに伴う２２０万４千円の増額、
経済部関係では、国庫支出金の農山漁村活性化プロジェ
クト支援交付金１, ９１２万５千円の増額等であります。全
議員による審査の結果全会一致で可決承認致しました。

予算委員会 ●委員長　森口勝之　　●副委員長　村上恵一
●委　員　全議員

　９月定例会にあたっては、採択閉会までに７回の委員会
を開きました。
　①提出議案（平成２０年度人吉市水道事業特別会計補正
予算（第１号）は委員会付託を省略し開会日採決）・陳情・
会期日程・議案審議及び一般質問の取扱いについて、②
発議（人吉市議会会議規則の一部改正案）、③意見書案に
ついて、④討論について、⑤陳情・委員会付託・議員の派
遣・閉会中の継続審査について、⑥追加提出予定議案（平

成１９年度人吉市歳入歳出決算認定、平成１９年度人吉市
一般会計継続費精算報告書の報告、健全化判断比率及び
資金不足比率の報告）・決算特別委員会の設置・意見書案・
討論について、⑦意見書案・討論について、いずれも慎重
審議いたしました。
※ ９月５日には、一般質問者１３名の登壇順番を決める抽選

を行いました。

議会運営委員会 ●委員長　永山芳宏　　●副委員長　本村令斗
●委　員　松岡隼人・福屋法晴・森口勝之・三倉美千子・下田代勝・立山勝徳
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に
つ
い
て

森
口　

勝
之

問 　

川
辺
川
上
流
域
の
土
砂
堆
積
が
下

流
域
へ
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
。

答 　

視
察
の
結
果
、
お
び
た
だ
し
い
土

砂
や
ぐ
り
石
が
川
を
覆
い
、
淵
を
埋

め
て
い
る
状
況
か
ら
、
大
量
の
降
雨

が
川
に
留
ま
る
こ
と
な
く
下
流
へ
押

し
流
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
。

問 　

ダ
ム
に
替
わ
る
治
水
対
策
で
あ
る

人
吉
地
点
で
の
堤
防
嵩
上
げ
と
河
床

掘
削
案
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

答 　

堤
防
を
嵩
上
げ
し
て
、
流
量
カ
ッ

ト
す
る
た
め
に
は
、
嵩
上
げ
部
分
の

法
面
を
確
保
す
る
必
要
か
ら
、
九
日

町
を
中
心
と
し
て
数
キ
ロ
に
渡
り
、

少
な
く
と
も
五
十
メ
ー
ト
ル
は
堤
防

を
引
い
て
嵩
上
げ
せ
ね
ば
な
ら
ず
街

の
消
滅
に
つ
な
が
る
。
河
床
の
掘
削

に
つ
い
て
は
、
河
川
の
動
植
物
に
多

大
な
影
響
を
与
え
、
河
床
や
堤
防
、

お
城
の
石
垣
な
ど
に
多
大
な
崩
壊
を

も
た
ら
す
も
の
と
思
わ
れ
、
環
境
破

壊
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
お

り
両
案
と
も
不
適
当
。

※
今
回
は
川
辺
川
ダ
ム
問
題
に
対
す
る

蒲
島
知
事
の
決
断
を
直
前
に
控
え
、
本

件
に
関
す
る
市
長
の
本
心
を
質
し
ま
し

た
。
施
政
方
針
に
対
す
る
市
民
の
受

け
止
め
方
は
様
々
で
す
が
、
代
替
案
に

対
し
て
市
長
は
不
適
当
と
断
言
し
ま
し

た
。ダ

ム
計
画
の「
白
紙
撤
回
」

と
地
デ
ジ
放
送

田
中　

哲

問 　

流
水
式
ダ
ム
（
穴
あ
き
ダ
ム
）
に

つ
い
て
Ｎ
Ｏ
と
言
わ
な
い
理
由
。
ま

た
河
床
掘
削
は
環
境
や
観
光
に
甚
大

な
影
響
を
与
え
る
と
思
う
が
市
長
の

言
う
「
河
床
整
正
」
と
は
。

答 　

流
水
式
ダ
ム
は
技
術
的
、
科
学
的

検
証
に
つ
い
て
十
分
に
把
握
し
て
い

な
い
。
効
果
、
能
力
な
ど
に
お
い
て

科
学
的
に
実
証
さ
れ
、
流
域
住
民
に

十
分
な
説
明
を
さ
れ
、
住
民
が
理
解

し
受
容
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
治
水
施

設
と
し
て
選
択
肢
の
一
つ
と
思
う
。

ま
た
大
規
模
な
河
床
掘
削
は
環
境

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思

う
。
新
治
水
対
策
が
決
定
す
る
ま
で
、

当
面
の
課
題
と
し
て
可
能
で
あ
れ
ば

堆
積
し
た
土
砂
の
河
床
整
正
を
言
っ

て
い
る
の
で
あ
り
、
新
治
水
対
策
と

し
て
カ
ッ
ト
す
る
三
千
ト
ン
を
河
床

掘
削
に
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
。

問 　

平
成
二
十
三
年
か
ら
始
ま
る
「
地

デ
ジ
放
送
」
の
低
所
得
者
対
策
と
共

同
受
信
施
設
へ
の
支
援
策
は
。

答 　

生
活
保
護
受
給
世
帯
に
受
信
機
器

購
入
等
に
係
わ
る
支
援
を
行
う
も
の

の
詳
細
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
既
設
共
聴
施
設
を
改
修
す
る
場

合
、
事
業
費
の
二
分
の
一
を
国
が
補

助
す
る
制
度
が
あ
る
。

川
辺
川
ダ
ム
建
設
計
画

に
係
る
市
長
の
見
解
は

山
下　

幸
一

問 　

川
辺
川
ダ
ム
建
設
計
画
に
係
る
市

長
の
見
解
に
つ
い
て
、
五
木
、
相
良

の
村
づ
く
り
に
最
大
限
の
協
力
は
ど

ん
な
協
力
か
。
ま
た
、
現
地
調
査
は

ど
ん
な
調
査
か
。
ダ
ム
建
設
に
つ
い

て
、
考
え
直
し
て
は
。

答 　

五
木
、
相
良
村
に
つ
い
て
は
、
振

興
策
に
支
援
頂
く
よ
う
国
、
県
に
要

望
す
る
。
ま
た
、
調
査
に
つ
い
て
は
、

国
土
交
通
省
職
員
と
調
査
し
た
。
考

え
直
し
に
つ
い
て
は
、
熟
慮
し
た
上

で
の
判
断
で
あ
り
、
関
係
者
に
理
解

し
て
ほ
し
い
。

問 　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
よ
る
駅
周
辺
整

備
に
つ
い
て
、
意
見
集
約
の
メ
ン

バ
ー
は
、
意
見
は
、
各
機
関
と
の
話

合
い
は
、
駅
舎
は
新
築
か
、
費
用
負

担
は
。

答 　

メ
ン
バ
ー
一
九
人
、
新
築
で
な
く

内
部
改
築
、
負
担
金
は
な
い
。

※
他
に
も
西
南
戦
争
史
跡
及
び
史
跡
道

路
整
備
に
つ
い
て
、
ま
た
、
石
野
公
園

に
、
周
辺
の
農
地
を
購
入
し
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
場
と
し
て
、
整
備
で

き
な
い
か
。
県
内
外
か
ら
、
試
合
愛
好

者
が
多
数
参
加
し
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
等

に
宿
泊
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
面
に

お
い
て
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
う
が
と
質

し
ま
し
た
。

農
業
振
興
の
促
進
を
！

簑
毛　

正
勝

問 　

生
産
資
材
の
高
騰
、
原
油
高
は
、

農
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
る
か
。

答 　

本
市
農
業
に
お
い
て
も
、
水
稲
・

畜
産
・
施
設
園
芸
・
工
芸
作
物
・
果

樹
等
ほ
ぼ
全
品
に
お
い
て
大
き
な
影

響
が
出
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
支

援
策
に
つ
い
て
は
、
国
に
対
し
て
充

実
を
図
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
要
望
し

て
い
き
た
い
。

問 　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
へ
の
対
策
と
し

て
、
ス
ク
ミ
ノ
ン
粒
剤
が
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
専
用
の
農
薬
と
し
て
開
発
登

録
さ
れ
て
い
る
が
、
技
術
指
導
や
薬

剤
散
布
へ
の
助
成
な
ど
の
対
策
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答 　

本
年
度
は
、
そ
の
農
薬
を
関
係
農

家
に
配
布
し
、
駆
除
を
行
っ
た
。
当

初
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
水
田
の
耕

種
的
な
除
草
を
目
的
と
し
て
導
入
さ

れ
た
経
緯
が
あ
る
た
め
、
今
後
の
農

家
の
稲
作
へ
の
対
応
状
況
を
見
な
が

ら
、
Ｊ
Ａ
や
県
地
域
振
興
局
と
も
協

議
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※
そ
の
他
に
、「
ダ
ム
は
危
険
で
あ
る

と
い
う
誤
解
を
取
り
除
く
努
力
が
行
政

に
必
要
で
あ
る
の
で
は
。」
な
ど
川
辺

川
の
ダ
ム
見
解
に
つ
い
て
、
質
問
・
要

望
し
ま
し
た
。

給
食
費
の
値
上
げ
の

基
本
的
考
え
は
？

笹
山　

欣
悟

問 　

給
食
費
を
値
上
げ
す
る
場
合
の
基

本
的
考
え
は
。
ま
た
、
改
定
を
す
る

場
合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

答 　

給
食
費
改
定
に
は
法
的
根
拠
、
保

護
者
に
ど
う
周
知
し
理
解
を
得
る
か

に
つ
い
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
食
品
の
値
上
が
り
で
栄
養
的
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
献
立
が
作
成

で
き
な
い
場
合
、
適
切
な
栄
養
管
理

が
で
き
な
い
場
合
が
値
上
げ
の
時
期

と
考
え
て
い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

学
校
給
食
費
検
討
委
員
会
を
設
置
し

数
回
開
催
し
検
討
を
行
う
。
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
総
会
を
開

催
し
、
協
議
を
行
い
、
必
要
と
認
め

ら
れ
れ
ば
、
市
長
、
議
会
、
定
例
教

育
委
員
会
へ
報
告
す
る
。

問 　

給
食
費
の
現
在
ま
で
の
滞
納
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
対

一
般
質
問



第 58 号平成 20 年 10 月 15 日 議　会　だ　よ　り

（6）

策
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

答 　

現
在
の
過
去
十
年
間
の
滞
納
総
額

は
、
五
五
九
万
八
四
五
三
円
と
な
っ

て
お
り
、
非
常
に
苦
慮
し
て
い
る
。

対
策
は
、
徴
収
方
法
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、
各
学
校
に
お
願
い
し
て

き
た
。

※
そ
の
他
、
補
助
金
の
整
理
合
理
化
に

つ
い
て
、
定
員
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

移
住
・
交
流
受
入
れ
シ

ス
テ
ム
支
援
事
業松

田　

茂

問 　

平
成
二
十
年
度
移
住
・
交
流
受
入

れ
シ
ス
テ
ム
支
援
事
業
の
目
的
は
。

答 　

財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
支
援
事
業
。
人
口
減
少
化
社
会
に

お
け
る
地
域
活
性
化
対
策
の
柱
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
地
方
が
都
市

住
民
を
受
入
れ
る
新
た
な
モ
デ
ル
を

創
出
す
る
。

問　

取
り
組
み
の
状
況
は
。

答 　

本
市
独
自
の
移
住
・
交
流
受
入
れ

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
必
要
性
か

ら
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
専
門
業
者
と

契
約
を
七
月
末
に
締
結
し
た
。

問　

今
後
の
取
り
組
み
と
展
望
は
。

答 　

本
市
の
人
的
、
物
的
地
域
資
源

の
現
状
調
査
、
農
家
民
泊
の
環
境
整

備
な
ど
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
計
画

し
、
指
導
、
助
言
や
成
果
報
告
を
し
、

農
業
分
野
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
独
自
の
シ
ス

テ
ム
構
築
を
図
っ
て
い
く
。

問 　

本
事
業
に
対
す
る
市
長
の
総
括
的

な
考
え
は
。

答 　

本
市
に
滞
在
し
て
も
ら
う
事
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
上
で
、

最
大
の
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
交
流
人
口
を
拡
大
し
、
将
来
の

移
住
者
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
も
、

本
事
業
を
活
用
し
た
い
。

川
辺
川
ダ
ム
白
紙
撤
回

の
見
解
を
高
く
評
価

本
村　

令
斗

問 　

市
長
の
「
川
辺
川
ダ
ム
建
設
計
画

を
白
紙
撤
回
す
べ
き
」
と
い
う
見
解

を
高
く
評
価
す
る
。
理
由
と
し
て
大

き
い
の
は
、
球
磨
川
流
域
住
民
の
民

意
に
従
っ
た
見
解
で
あ
る
こ
と
。
国

土
交
通
省
は
、
民
意
に
そ
っ
た
市
長

の
見
解
を
、
十
分
に
受
け
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
国
交
省
に

出
向
き
、
見
解
を
説
明
で
き
な
い
か
。

答 　

国
土
交
通
省
か
ら
要
請
が
あ
れ

ば
、
述
べ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問 　

原
油
価
格
の
値
上
が
り
で
、
重

油
等
を
使
わ
れ
て
い
る
農
家
の
方
々

は
、
大
変
な
思
い
で
過
ご
さ
れ
て
い

る
。
原
油
高
騰
は
、
投
機
マ
ネ
ー
に

よ
っ
て
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
農
家
に

は
何
の
責
任
も
な
い
。
重
油
へ
の
直

接
補
て
ん
な
ど
、
農
家
支
援
を
す
べ

き
。

答 　

市
独
自
は
困
難
と
考
え
、
国
に
支

援
策
の
充
実
を
要
望
し
た
い
。

問 　

本
年
度
か
ら
人
吉
市
内
の
小
学
校

に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
が
配
置

さ
れ
、
話
を
伺
っ
た
が
大
変
歓
迎
さ

れ
て
い
る
。
中
学
校
に
も
特
別
支
援

教
育
支
援
員
を
配
置
で
き
な
い
か
。

答 　

配
置
校
に
お
い
て
は
、
高
い
評
価

を
得
、
教
育
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

中
学
校
に
も
、
ぜ
ひ
配
置
し
た
い
と

こ
ろ
。
財
政
と
相
談
し
検
討
す
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
に
つ
い
て豊

永　

貞
夫

問 　

本
市
は
、
近
い
将
来
大
流
行
を
引

き
起
こ
す
と
懸
念
さ
れ
る
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
５
Ｎ
１
型
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
対
策
に
つ
い
て
、

状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い

る
の
か
。
国
、
県
に
お
い
て
は
、
行

動
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
で
も
行
動
計
画
を
策
定
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答 　

感
染
症
法
上
の
措
置
は
保
健
所
が

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

球
磨
圏
域
の
町
村
、
各
医
療
機
関
及

び
そ
の
他
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

本
市
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
。

問 　

子
ど
も
読
書
推
進
に
つ
い
て
、
以

前
の
答
弁
で
は
、
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
会
議
を
「
早
い
う
ち
に
設
置
し

て
ま
い
り
た
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

設
置
さ
れ
た
の
か
。

答 　

他
市
の
状
況
を
研
修
視
察
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
委
員
を
選

定
し
、
年
度
内
の
設
置
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

※
そ
の
他
、
読
書
関
連
と
し
て
、
他
市

の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
状
況
を
質
し
、

ゼ
ロ
歳
児
に
対
し
て
、
絵
本
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
要
望
し
ま
し
た
。

一
級
河
川
御
溝
川
の
安

全
対
策
に
つ
い
て

福
屋　

法
晴

問 　

一
級
河
川
御
溝
川
は
、
雨
が
降
る

た
び
に
流
域
住
民
の
方
々
が
浸
水
被

害
に
あ
わ
れ
大
変
困
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
早
急
に
対
策
が
必
要
で
あ
り
安

心
・
安
全
な
今
後
の
対
策
は
。

答 　

洪
水
氾
濫
防
止
ま
た
軽
減
す
る
た

め
、
御
溝
川
と
山
江
川
合
流
付
近
か

ら
万
江
川
に
放
流
す
る
二
次
放
水
路

の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
人
吉

土
地
改
良
区
・
県
・
市
で
、
検
討
会

を
立
ち
上
げ
早
い
着
工
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
た
い
。

問 　

中
山
間
地
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被

害
の
状
況
、
ま
た
新
規
事
業
の
猿
専

従
駆
除
隊
と
は
。

答 　

高
齢
化
、
後
継
者
及
び
担
い
手
不

足
に
よ
る
手
立
て
が
遅
れ
、
被
害
が

年
々
増
加
し
て
い
る
。
猿
は
、
霊
長

類
で
あ
り
駆
除
が
進
ん
で
い
な
い
。

今
回
十
七
名
の
協
力
が
得
ら
れ
対
応

を
し
て
い
き
た
い
。

※
ス
ポ
ー
ツ
交
流
都
市
づ
く
り
と
し
て

漆
田
に
初
期
の
目
的
達
成
で
あ
る
陸
上

競
技
場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
出
来

る
多
目
的
運
動
広
場
の
建
設
を
す
る
こ

と
が
、
交
流
都
市
で
あ
り
、
人
の
流
れ

が
、
人
吉
観
光
の
た
め
に
大
切
で
あ
る

と
要
請
致
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
、

一
億
円
の
総
括立

山　

勝
徳

問 　

昭
和
六
十
三
年
、
ふ
る
さ
と
創
生

基
金
一
億
円
が
交
付
さ
れ
、
各
市
町

村
は
使
い
方
に
知
恵
を
し
ぼ
り
、
話

題
に
な
っ
た
。
市
の
活
用
は
。

答 　

六
十
三
年
に
二
千
万
円
、
平

成
元
年
に
八
千
万
円
交
付
さ
れ

た
が
、
美
術
工
芸
品
三
十
七
点
を

二
三
〇
二
万
五
百
円
で
購
入
、
残
り

を
基
金
と
し
て
積
立
て
、
翌
年
ふ
る

さ
と
創
生
推
進
事
業
条
例
を
定
め
、

こ
の
条
例
に
基
づ
い
て
交
付
申
請
が

あ
っ
た
団
体
等
に
対
し
、
審
査
委
員

会
の
審
査
を
経
て
、
二
百
万
円
を
限

度
と
し
て
交
付
し
て
き
た
。
十
九
年

度
ま
で
の
実
績
は
、
八
十
一
事
業
に

対
し
九
三
三
四
万
円
を
交
付
、
残
額

二
四
八
万
一
二
八
〇
円
で
あ
る
。

問　

有
効
に
活
用
さ
れ
た
か
。

答 　

総
体
的
に
各
町
内
や
グ
ル
ー
プ
団

体
の
活
動
の
き
っ
か
け
を
作
り
、
今
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も
継
続
さ
れ
、
人
材
育
成
や
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
う
。

問　

美
術
工
芸
品
の
活
用
は
。

答 　

今
展
示
し
て
い
な
い
が
、
来
年
か

ら
お
ひ
な
様
な
ど
と
一
緒
に
展
示
す

る
。

※
他
に
、
鉄
道
を
活
用
す
る
観
光
問
題
、

川
辺
川
、
球
磨
川
の
治
水
問
題
、
東
西

コ
ミ
セ
ン
で
実
施
し
た
検
診
の
混
雑
問

題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

中
川
原
の
利
用
は
公
園

が
ベ
ス
ト
か

仲
村　

勝
治

問 　

五
月
二
十
一
日
の
災
害
対
策
東
支

部
会
議
の
中
で
重
要
水
防
区
域
三
ヵ

所
が
示
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
ヵ
所

九
日
町
八
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
間

は
。
ま
た
河
道
断
面
不
足
の
意
味
は
。

答 　

区
間
は
、
水
の
手
橋
上
流
の
五
日

町
か
ら
人
吉
橋
下
流
人
吉
旅
館
付
近

で
あ
る
。
河
道
断
面
不
足
と
は
、
現

況
の
河
道
断
面
で
計
画
高
水
流
量
規

模
が
流
下
し
た
時
の
水
位
が
堤
防
の

余
裕
高
に
満
た
な
い
箇
所
を
河
道
断

面
不
足
と
し
て
堤
防
高
Ｂ
ラ
ン
ク
と

さ
れ
て
お
り
、
九
日
町
区
間
は
、
堤

防
高
Ｂ
ラ
ン
ク
で
あ
る
。

問 　

五
日
町
付
近
か
ら
人
吉
橋
下
流
ま

で
の
区
間
に
は
、
中
川
原
公
園
が
球

磨
川
の
真
ん
中
に
あ
る
。
洪
水
時
の

影
響
は
あ
る
の
か
。

答 　

国
土
交
通
省
と
大
橋
計
画
の
協
議

の
中
で
、
中
川
原
公
園
の
位
置
付
け

と
し
て
、
公
園
は
河
川
区
域
外
地
と

確
認
し
て
い
る
。

問 　

公
園
計
画
の
面
積
、
利
用
計
画
は
。

答 　

全
体
の
整
備
計
画
一
万
四
千
平
方

メ
ー
ト
ル
、
上
流
側
は
芝
生
を
主
体

と
す
る
広
場
、
下
流
側
は
緑
地
広
場

と
す
る
。

※
通
称
農
免
道
路
の
全
体
的
改
良
、
Ｉ

Ｃ
の
信
号
、
河
床
整
正
等
を
質
問
。

ひ
と
よ
し
産
業
・
健
康
・

福
祉
ま
つ
り三

倉　

美
千
子

問 　

ま
つ
り
は
七
月
の
実
行
委
員
会
で

今
年
か
ら
経
済
部
門
と
福
祉
部
門
を

分
け
て
開
く
こ
と
に
決
ま
っ
た
が
、

福
祉
部
門
の
話
は
施
政
方
針
に
な

か
っ
た
の
は
何
故
か
。
ど
の
様
な
企

画
を
さ
れ
る
の
か
。

答 　

来
年
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
各

関
係
者
の
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
。
期
日
が
あ
る
の
で
内
容
等

が
は
っ
き
り
し
た
ら
述
べ
て
い
き
た

い
。
来
年
一
月
十
八
日
に
社
協
と
共

同
募
金
会
人
吉
市
支
会
開
催
の
「
第

三
回
ひ
と
よ
し
福
祉
ま
つ
り
」
に
共

催
し
、
幅
広
い
方
々
に
福
祉
、
健
康
、

環
境
な
ど
に
つ
い
て
、
楽
し
み
な
が

ら
考
え
て
い
た
だ
け
る
催
し
に
な
る

と
期
待
し
て
い
る
。

問 　

市
長
の
「
健
康
」
の
重
要
性
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

答 　

健
康
と
長
寿
は
全
て
の
人
の
願

い
。
今
後
、
増
大
す
る
医
療
給
付
費

の
伸
び
を
、
ど
う
抑
制
し
て
い
く
か

も
大
き
な
課
題
。
市
民
一
人
一
人
が

生
活
習
慣
の
改
善
を
し
、
行
動
変
容

に
つ
な
げ
る
よ
う
施
策
に
全
力
を
傾

注
し
て
い
き
た
い
。

※
他
、
健
康
を
名
称
に
入
れ
全
面
に
出

し
た
取
り
組
み
や
開
催
時
期
。
医
療
費

等
に
つ
い
て
具
体
的
で
解
り
易
い
現
状

の
広
報
を
要
望
し
ま
し
た
。

副
市
長
か
ら
見
た
人
吉

市
の
展
望
は

井
上　

光
浩

問 　

副
市
長
か
ら
見
た
人
吉
市
の
印
象

と
今
後
の
展
望
は
。

答 　

球
磨
川
や
人
吉
城
、
青
井
阿
蘇
神

社
、
球
磨
焼
酎
、
温
泉
な
ど
数
多
く

の
資
源
に
恵
ま
れ
、
ほ
か
の
地
域
と

比
較
し
て
も
魅
力
的
だ
が
、
こ
れ
ら

の
資
源
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で

素
晴
ら
し
い
資
源
を
生
か
す
こ
と
で

魅
力
的
な
観
光
都
市
へ
と
成
長
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
。
経
済
的
に
厳

し
い
が
、
雇
用
の
拡
大
に
即
効
性
の

実
現
や
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り

な
が
ら
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問 　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

参
加
者
の
感
想
と
今
後
に
つ
い
て
。

答 　

体
験
教
室
に
参
加
さ
れ
た
方
々
に

は
、
全
体
的
に
好
評
で
「
誰
で
も
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
楽
し
む
」
と

い
う
目
標
を
掲
げ
、
男
女
・
年
齢
・

健
常
者
・
障
害
者
な
ど
に
と
ら
わ
れ

な
い
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
る
。

問 　

未
整
備
道
路
（
農
道
等
）、
整
備

対
策
、
用
排
水
路
管
理
に
つ
い
て
早

急
な
対
応
は
。

答 　

現
場
や
振
興
組
合
の
現
状
を
把
握

し
原
材
料
支
給
制
度
が
活
用
で
き
る

方
向
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

９月定例会において次の意見書を可決し、内閣総理大臣及び衆・参両議
院議長など関係機関へ提出しました。（８ページに掲載）

◆川辺川ダム建設による球磨川流域の治水実現に関する意見書
◆道路財源の確保に関する意見書
◆食の安全性の確保と食料自給率の向上を求める意見書
◆球磨川流域の治水対策を求める意見書

決算特別委員会を設置
　平成１９年度の決算を審査する決算特別委員会を設置しました。
委員会は閉会中に審査を行い、１２月定例会で結果を報告します。

　　委 員 長　 下田代　勝
　　副委員長　 川野　精一
　　委　　員　 井上　光浩、豊永　貞夫、村上　恵一、西　信八郎、
　　　　　　　 福屋　法晴
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【
議
会
報
編
集
委
員
会
】

委

員

長
／
大
王
英
二

副
委
員
長
／
簑
毛
正
勝

委　
　

員
／
井
上
光
浩　
　

豊
永
貞
夫

　
　
　
　
　

松
田　

茂　
　

田
中　

哲

　
　
　
　
　

三
倉
美
千
子　

下
田
代
勝

　

豊
穣
の
秋
、
た
わ
わ
な
栗
、
稲
作

も
今
年
は
良
好
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
議
会
は
十
三
名
の
質
問
中
、
六

名
が
川
辺
川
ダ
ム
問
題
の
是
非
に
つ

い
て
質
し
ま
し
た
。
市
長
・
知
事
の

白
紙
撤
回
の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

国
は
、
流
域
住
民
の
安
全
、
安
寧
の

た
め
に
、
的
確
な
治
水
対
策
を
実
施

し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
間
三
笠
フ
ー
ズ
に

よ
る
汚
染
米
の
食
品
へ
の
転
用
等
、

人
吉
球
磨
の
主
産
業
で
あ
る
焼
酎
製

造
に
衝
撃
的
な
報
道
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
球
磨
焼
酎
に
風
評
被
害
が
拡
大

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
人
吉
市
議
会
は
、

「
食
の
安
全
性
の
確
保
と
食
料
自
給

率
の
向
上
を
求
め
る
意
見
書
」
を
決

議
し
、
首
相
他
関
係
大
臣
に
送
付
し

ま
し
た
。

　

人
吉
市
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
諸
問
題
に
対
し
、
真
摯
に
審
議
・

検
討
を
行
い
、
市
民
が
健
康
で
、
豊

か
で
、
安
全
で
、
快
適
な
生
活
が
営

ま
れ
る
よ
う
に
、
細
心
で
最
大
の
議

会
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
責
：
下
田
代　

勝
）

次
の
定
例
会
は
十
二
月
で
す
。

再生紙を使用しています。

食
の
安
全
性
の
確
保
と
食
料
自
給
率
の

向
上
を
求
め
る
意
見
書
（
要
旨
の
み
抜
粋
）

１�　

国
に
お
い
て
は
、
安
全
･
安
心
な
食
品
を
安
定
し

て
国
民
に
提
供
す
る
た
め
、
輸
入
食
品
は
も
と
よ
り

す
べ
て
の
食
品
の
検
査
体
制
及
び
監
視
体
制
の
確
立

を
行
う
こ
と
。

２�　

原
料
米
原
産
地
表
示
を
義
務
付
け
る
な
ど
、
厳
正

な
食
品
表
示
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
。

３�　

食
品
の
流
通
ル
ー
ト
が
検
証
で
き
る
よ
う
に
、
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
（
生
産
・
加
工
・
流
通
・

販
売
に
お
け
る
食
品
に
関
す
る
情
報
を
追
跡
し
確
認

で
き
る
仕
組
み
）
の
周
知
、
徹
底
を
図
り
、
食
の
安

全
確
保
の
た
め
の
施
策
を
進
め
る
こ
と
。

４�　

食
の
安
全
確
保
の
た
め
食
料
自
給
率
を
高
め
る
た

め
の
実
効
性
の
あ
る
施
策
を
講
じ
る
こ
と
。

川
辺
川
ダ
ム
建
設
に
よ
る
球
磨
川
流
域
の

治
水
実
現
に
関
す
る
意
見
書

　

人
吉
市
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
長
期
に
わ
た
り
球
磨
川
流
域

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
川
辺
川
ダ
ム
が
建
設
さ
れ

た
場
合
の
影
響
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、
平
成
６
年
９

月
議
会
で
は
８
項
目
（
１
、
球
磨
川
下
り
に
支
障
を
来
た
さ
な

い
流
量
の
確
保
。
２
、
水
質
汚
濁
防
止
対
策
。
３
、
河
川
環
境

の
保
全
と
魚
族
の
保
護
。
４
、ダ
ム
及
び
貯
水
池
の
安
全
対
策
。

５
、
市
房
ダ
ム
と
川
辺
川
ダ
ム
の
統
合
管
理
。
６
、
保
安
林
等

の
保
護
育
成
。
７
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
。
８
、
球
磨

川
下
り
航
路
の
整
備
。）
の
要
望
を
内
容
と
し
た
「
川
辺
川
ダ

ム
建
設
促
進
に
関
す
る
意
見
書
」
を
決
議
い
た
し
ま
し
た
。
そ

し
て
平
成
13
年
「
川
辺
川
ダ
ム
本
体
の
早
期
着
工
を
求
め
る
意

見
書
」、
さ
ら
に
平
成
17
年
に
は
「
川
辺
川
ダ
ム
建
設
促
進
に

関
す
る
意
見
書
」
を
決
議
し
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
41
年
の
計
画
発
表
以
来
、
様
々
な
歴
史
を
刻
ん
で
き

た
ダ
ム
事
業
計
画
は
、
昨
年
、
一
昨
年
と
川
辺
川
ダ
ム
事
業

か
ら
利
水
事
業
の
離
脱
、
ま
た
、
発
電
事
業
の
撤
退
と
い
う

本
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
新
た
な
局
面
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。

球
磨
川
流
域
の
治
水
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

人
吉
市
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
長
期
に
わ
た
り
球
磨
川
流

域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
そ
の
治
水
対
策
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
平
成
13
年
に
は
「
川
辺
川
ダ
ム
本

体
の
早
期
着
工
を
求
め
る
意
見
書
」、
平
成
17
年
「
川
辺
川

ダ
ム
建
設
促
進
に
関
す
る
意
見
書
」、
そ
し
て
今
９
月
定
例

会
も
「
川
辺
川
ダ
ム
建
設
に
よ
る
球
磨
川
流
域
の
治
水
実

現
に
関
す
る
意
見
書
」
を
決
議
し
、
国
、
県
に
意
見
書
を

提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
蒲
島
県
知
事
は
、
熊
本
県
議
会
９
月

定
例
会
に
お
い
て
「
現
行
計
画
に
よ
る
川
辺
川
ダ
ム
計
画

を
白
紙
撤
回
し
、
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
対
策
を
追
求
す

べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
」と
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
対
策
」
と
し
て
の
科
学
的
、
合
理

的
な
具
体
的
代
替
案
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
「
洪

水
と
共
に
生
き
る
」
と
い
う
考
え
の
中
に
は
、
県
と
し
て

道
路
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

（
要
旨
の
み
抜
粋
）

１�　

道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
当
た
っ
て
は
、

地
方
道
路
整
備
の
必
要
性
や
厳
し
い
財
政
の
実
態
に

鑑
み
、
地
方
の
道
路
整
備
や
維
持
・
補
修
を
着
実
に

行
う
た
め
の
財
源
確
保
や
配
分
を
行
う
制
度
と
し
、

併
せ
て
地
方
の
裁
量
や
自
由
度
が
増
す
方
向
で
制
度

を
確
立
す
る
こ
と
。

２�　

遅
れ
て
い
る
地
方
の
道
路
整
備
と
計
画
的
修
繕
・

更
新
を
地
方
公
共
団
体
が
主
体
的
に
行
う
た
め
の「
地

方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
制
度
」
及
び
今
年
度
創
設

さ
れ
た
「
地
方
道
路
整
備
臨
時
貸
付
金
制
度
」
に
つ

い
て
、
維
持
若
し
く
は
同
等
以
上
の
代
替
制
度
を
確

立
す
る
こ
と
。

３�　

4
月
の
暫
定
税
率
失
効
に
伴
う
地
方
の
減
収
や
地

方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

国
の
責
任
に
お
い
て
速
や
か
に
適
切
な
財
源
措
置
を

講
じ
る
こ
と
。

４�　

道
路
整
備
の
中
期
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

地
方
の
道
路
整
備
の
実
状
に
配
慮
し
、
必
要
と
判
断

さ
れ
る
道
路
の
整
備
を
確
実
に
盛
り
込
む
こ
と
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
近
年
に
お
け
る
本
市
で
の
平
成
16

年
度
か
ら
の
４
回
に
わ
た
る
避
難
勧
告
の
発
令
、
平
成
18

年
７
月
の
鹿
児
島
県
川
内
川
流
域
に
お
け
る
豪
雨
や
平
成

19
年
の
熊
本
県
美
里
町
の
局
地
的
集
中
豪
雨
に
よ
る
大
災

害
の
発
生
は
、
我
々
球
磨
川
流
域
住
民
を
震
撼
さ
せ
る
と

と
も
に
過
去
の
大
洪
水
の
記
憶
を
よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
集
中
豪
雨
あ
る

い
は
地
球
規
模
で
の
干
ば
つ
等
を
想
定
す
る
と
き
、
川
辺

川
ダ
ム
事
業
最
大
の
目
的
で
あ
る
洪
水
調
節
と
流
量
調
整

機
能
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
は
、
火
を
見
る
よ
り

も
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
、
下
流
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
に
、
ダ
ム
建
設
と
い
う
苦
渋
の
選
択
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ

た
水
没
地
域
で
あ
る
五
木
、
相
良
両
村
を
初
め
、
流
域
住

民
の
思
い
に
応
え
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え

た
ダ
ム
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
は
、
最
大
の
治
水
受
益

地
で
あ
る
本
市
議
会
と
し
て
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
人
吉
市
議
会
が
長
年
要
望
し
て
き
た

８
項
目
に
沿
っ
た
ダ
ム
に
よ
る
治
水
河
川
整
備
計
画
の
早

期
策
定
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
本
体
工
事
の
早
期
着
工
を
強

く
要
望
い
た
し
ま
す
。

流
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
べ
き
覚
悟
は
見
当
ら
ず
、

長
年
の
懸
案
事
項
が
さ
ら
に
混
迷
を
深
め
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、田
中
人
吉
市
長
は
、一
般
質
問
の
答
弁
に
お
い
て
、

人
吉
地
点
で
の
基
本
高
水
７
千
ト
ン
、
計
画
高
水
流
量
４
千

ト
ン
、
カ
ッ
ト
す
べ
き
流
量
３
千
ト
ン
に
つ
い
て
は
妥
当

で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
人
吉
市
内
に
お
け
る
ダ
ム
に
替
わ

る
治
水
対
策
と
し
て
の
「
堤
防
嵩
上
げ
及
び
河
床
掘
削
案
」

に
つ
い
て
は
否
定
を
さ
れ
、
ま
た
「
何
ら
か
の
洪
水
調
整

施
設
は
必
要
で
あ
る
」
と
発
言
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
人

吉
市
議
会
と
し
て
は
そ
の
真
意
を
測
り
か
ね
て
お
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
国
、
県
に
お
か
れ
ま
し
て
は
球
磨
川
流
域
の

生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
最
大
の
政
治
責
任
を
明
確
に

し
つ
つ
、
地
域
と
し
て
守
る
べ
き
宝
で
あ
る
球
磨
川
水
系

の
環
境
維
持
に
も
最
大
限
配
慮
し
た
河
川
整
備
基
本
方
針

に
基
づ
く
治
水
対
策
を
早
急
に
策
定
さ
れ
る
よ
う
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。


